








　成長ホルモン(GH)が治療薬として使われるようになってすでに 30 年以上が経過したが、

GH 分泌不全症(GHD)の診断法については未だに多くの議論が交わされている。これは多く

の症例で GH 分泌不全の程度が異なることに加え、GH 測定方法についてもその感度とエピ

トープの特異性が検査室間でかなり異なることがその一因である。さらに GH 分泌が脈動

的であることや諸種の負荷試験の信頼性が低いことが混迷の度を深めている。1995 年に

オレゴン洲ポートランドで開かれたワークショップでこのような問題を討議し、その

consensus report において auxological(訳注:オークソロジー auxology の形容詞。

auxology には適当な日本語訳がない。身体計測学とも訳されることがあるが、日本語が

示すよりも広い概念である。)な証拠を得た後に GH-IGF-I 系の異常を明らかにするために

insulin-like growth factor l(IGF-I) や insulin-like growth factor binding

protein3(IGFBP-3)を測定するという合理的診断アプローチ法が提唱された。負荷試験で

GH を測定することは GH-IGF-I 軸の異常が GH 抵抗性によるものではなく、GH 分泌不全に

よるものであることを確定するために行われる。


